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アシャンティ族における男性と女性の二元的な象徴分類0）

－「カラプレ」の経済交換の文化人類学的考察一

TheMale/FemaleDualSymbolicClassificationamongtheAshanti：

TheCulturalAnthropologicalAnalｙｓｉｓｏｆ

“Kalabule'，EconomicExchange
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Themostculturalanthropologicalｆａｃｔｏｆｍａｌｅ/femalecomplementarityisthatthereci‐

procalgift-exchangesexpressastructuraloppositionbetweenaman，ｓｃｌａｎ（abusua）ａｎｄａ

ｗｉｆｅ'ｓｃｌａｎ（abusua)，suchastheMelanesian“kula,，orAmericanlndian“potlatch，,、

Ｔｈｅｍａｔｅｒｉａｌｓｏｆｔｈｉｓａｒｔｉｃｌｅｗｅｒｅｃｏｌｌｅｃｔｅｄｄｕｒｉｎｇｔｈｅｃｕｌｔｕｒａｌａｎｔｈｒopologicalresearch

iI1Ghana、lwasengagedintllepreliminarvresearchforfourmonths，ｎａｍｅＩｙｆｒｏｍＤｅ‐

cemberl9811〔)April1982・Duringmyneldwork，ｊｕｓｔthenⅢｏIlDecember3L1981，RawlinHs

couptookplacetotransformthesocio・economicstructure（"kalabu]e"）oftheGhanaian

society．

おける互酬的な１１聞与交換の分析は，「制度化された基準

枠｣Ｄと照合しながらおこなわれなければならない。

なぜならば，互酬的な贈与交換のみられる社会では，

社会的交換，象徴的交換が重要な意味をもってくるから

である。すなわち，互酬的な畑与交換の分析は，親族組

織，経済関係，政治組織，社会構造などを説明するひと

つの軸となるからである。

また，経済交換のく場＞としてのマーケットの主要な

特徴は，循環（Circulation）と周期性（periodcity）で

ある。異なるエスニック・グループは，都市と村落のマ

ーケットにおいて，時間的，空間的に棲染分け，それぞ

れにちがった生活のく場＞を確保し，ちがった生活の

く場＞の上に成立する。

地域社会のリーダー・フォロワー関係が変化するにし

たがって，ニスニヅク・グループの社会的位置は，時間

Ｉ序

植民地化以後の広範閥にわたる政治的・経済的椎ﾉﾉ形

態の変化に伴ない，ナショナル・レグェルのマーケット・

システムは，地域レヴェルの社会的・経済的活動に影響

をおよぼしてきた。市場交換経済は，「伝統的」な社会

のすべてのI1Hi値を貨幣に還元し，「伝統的」な社会の互

酬的な給付関係を変化させた。

また，市場経済の交換は，家族，親族，村落，１１１族な

どの「相互交換」にもとづく経済活動との関連において

考察されねばならない。

「伝統的」社会における実質的な経済活動は，「ある特

定の制度的条件(交換のための特定のルール)」のもとで

おこなわれている。経済交換は，文化人類学的には，上

昇給付と下降給付との循環であるが，「伝統的」社会に
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的，空間的に変わり，歴史的な推移の中で，物と物との

交換，物と貨幣との交換，情報と情報の交換もまた絶え

ず変化してきている。貨幣経済，外部的な政治権力形態

の変化に伴ない，地域社会において互酬的な贈与交換が

変化しつつある。

本稿において，筆者は，アシャンティ族における男性

と女性の二元的な象徴分類をとりあげ，さらに，ガーナ

社会における社会経済構造の危機の主要な症候群として

の「カラプレ」の経済交換と二元的な象徴分類との関係

を考察する。男性と女性の二元的な象徴分類は，アシャ

ソティ族の互酬的な贈与交換，ライフ・サイクルの通過

第２３号1983

儀礼，親族関係，社会組織などとの関連において分析さ

れねばならない。

Ⅲライフ・サイクルの通過儀礼

１．出産

通過儀礼（ritesdepassage）は，一生のサイクルの

節々におこなわれる儀礼であり，誕生，命名，成人，結

婚，葬送などをはじめ，年齢階梯組織，軍事組織，祭祀

組織などの加入式の儀礼がある。通過儀礼は，広義的に

は，個人や集川がある状態から別の状態に移行する際に

行なわれるもろもろの儀礼をいうが，狭義には人生儀礼
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つの形態がある。男女間の性関係は全体的な給付関係の

－部であり、全体的な給付関係は，物資財，特権，義務

のような社会的価値と交換される物（女性）を対象とし

ている、婚姻を構成する総体的な交換関係は，ただ単に

１人の男と1人の女との贈与交換から成りたつものでは

なく，男性と女性の２つの集団の間に成立するものであ

る、1組のり)と女の間に展開する婚姻の互酬性のサイク

ルは，「広大な互酬性のサイクルの副次的様式」にすぎ

ない3)。

集団から集団へ，部族から部族への互酬的な給付関係

の中に女が含まれることは,一般的な慣習になっている。

婚姻は総体的な給付関係の循環のひとつとなっている。

アシャソティ族の婚姻形態は，外婚的な父系集団

(agyanom）と外婚的な母系集剛（abusua）との双系的

交叉イトコ婚である。エゴ(ego)は，傍系親族のイトコ，

すなわち父の姉妹の娘（ＦａＳｉＤａ父方交叉イト。姉妹)，

母の兄弟の娘（ＭｏＢｒＤａ母方交叉イトコ姉妹）と結

婚することが可能である。

アシャソティ族の婚姻の調整工作において，２つの親

族集団間の互酬的な贈与交換が行なわれる。それらの贈

与交換の内容は，（a)花婿の父が相手方の集団に贈る貨幣

(tirisika),(b)花嫡から相手方のiil,i親に贈る贈り物(ayE‐

deG)．（c)花婿の親族集団による招待と花嫁の親族集団に

よる受諾（婚姻同盟の税金)、（｡)花嫁代償がある。

花婿は，花嫁代償（aseda）として，ホロホロチョウ

(pregan)，ジンの地酒（akpeteshiペルム．ワインの蒸

留酒)，ラム酒（tinsa）を花嫁の親族集団に贈る。花婿

は，反対給付として，女性の性関係の役割と労働力，ま

た，妻が姦通した場合に代償を要求する権利を獲得す

る。

また，結婚式の饗宴､(ayeforo）は，処女の花嫁に贈

られる贈り物である。女性は母系の出自の父系居住のた

めに，自分たちが生活している集団の中にあって常に異

邦人である。彼女自身の財産は，彼女だけのものとして

残される。

離鯛（hyireguo,awadegyae）の主な原因は，石女

（妊娠する能力のない女)，夫婦喧嘩，姦通などがあげら

れる。特に，婚姻におけるアシャンティ族のひとつの価

値は，子どもをうむことであり，僻姻は子どもが生まれ

てはじめて成立する。子どものないことは，男性と女性

にとって「すべての人間的な悲劇と)ｉｌ１犀｣』）の最たるも

のである。

石女（脈賑する能力のない女）obonin

子なしり）つkrawa

(life･cydecalendrialritual）を指す。

アシャンティ族の双分組織の主要な特徴は，父系制と

母系制の社会組織の混合である。アシャソティ族の双分

組織は，父系的要素「精霊」（ntつｒＤｏｒｓｕｎｓｕｍ）と母

系的要素「血液」（mogyaorbogya）の分i1fIに基礎づ

けられている2)。このような父系的な要素とｌｕ系的な要
ヤラン

素の分1111Uは，１つの氏族，１つの血液（al〕usuabaako，

mogyabaako）という諺に表わされている。子どもは，

男性の「精霊」（nt9ro）と女性の「血液」（mogya）と

が結びついて生まれる。

男性と女性は，明確に識別される３つの霊魂(1)母と彼
クラン

女の氏族(abusua）から継承する「血液」（mogya)，(2)

父から継承する「精霊」（nbrD),(3)出産時に子どもの体

内に入る祖先の霊魂を所有している。孫（男）は，祖父

の生まれ変わりとして社会的地位を継承する。「精霊」

と「血液」との関係は，男性と女性の二元的な象徴分類

(dualsymboliccIassification）を構成する。

女性は，妊娠していることに気づくと，夫に２羽のニ

ワトリを持ってゆく｡難産から守るために，妊婦の子宮

を浄化する儀礼がおこなわれる。神酒がiUIlIpbaade2）

に獄げられる゜ニワトリは，殺される前に，３度女性

の身体に触れられる。アカン語族の主要な磯礼的な食物

(oto､卵を添えたペルム．スープと播りつぶしたヤムい

もの料理）とニワトリの肉は，男性の親族災１mの人々に

よって食べられる。妊娠の子宮の浄化儀礼の後に，子宮
クラン

の中の子どもは，母系の氏族（abusua）と父系の軍事組

織（asafo）の成員となる。
｡'ラン

また，子どもは，母親の生まれた家，あるいは氏族の

家（通常，彼女のｌｆ親と兄弟の()；んでいる場所）で生ま

れる。出生後の８日目に命名の儀礼（mpueiorntetea）

の饗宴が，父の親族集団の人々によっておこなわれる、

成人前の息子は，父親の監督と訓練のもとに腱かれ，軍

事組織の中でさまざまな活動と役割をはたす．成人前の
クラン

娘は，母親の氏族（abusua）で育てらｵしる｡
’rラン

このような，孑ど'１，の社会化は，男性の氏族と女性の
クラン

氏族の親族と出自の購造的対立関係を表わす１１)のであ

る。男性と女性の二元的な象徴分類体系は，父系flillと母

系制の双分組織の相互補完の関係のもとに形成される、

すなわち，象徴分類体系は，社会の中で生活している人

々の社会行動の規範のモデルとして機能している、

２．結婚と離婚

男と女の性関係には，(1)売春（gyanta1tuutunni)．

(2)近親のプラトニックな恋愛（adamfo)，(3)セックス・

フレンド（mpena)，１４１慣習法にもとづく妻(ycre）の,Ｉ
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男性の親族集而

（abusua)．

女性の親族集団

（abusua）
タラン

氏族（abusua）の首長

（ohene）

軍事組織の首長

（asafohenc）

１１１塵(abawo）
の儀礼

女性は妊娠に気づくと,２羽
のニワトリを持ってゆく。

2羽のニワトリ

夫と夫の父は呪術者と‐
して振るまう

儀礼的な食物とニワトリ
の肉は父方の親族集団
によって食べられる、

儀礼的な食物（otO)・
と卵，ニワトリの肉

.{*と子どもの世話一

命名の儀礼(ntetea）

－父からの贈り物一
（出生祝い）

-忠子の監督と訓練・

一娘の世話一

出生後，8111H1，子どもは
不浄なものとして扱われる。

誕生・命名の

儀礼

税
金
、

社会化の
プロセス

ワ
ト
リ
、
山
羊
態
ど

-1ﾐﾘＷ（tlrisikq)－

－lWiI)物（ayEdeﾋﾞ)－

－幡資同盟の税金一
（ti-nsaDtirina）

－花嫁代償（aseda)－

－ＩＪＩ:１W交渉と労働力一

通皿の代償要求の権利
（ayeforo）

－－－婚資労働一

一子どもの養育澱一

花鯛の父

花jｌＷ－

婚姻

花嫁の両籾

離婚
(hyireguの 喪主

↑｢長は異邦輸入もののオラソダジン酒
（nkaansa）

－華びやかな装飾のある－
棺，貨幣，サーヴィス

葬送
人の葬式を
する。

異邦人

(stmnger）

第２図男性と女性の親族集団における贈与交換
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クヲン

しかしな力Xら，男性と女性の異なる氏族間の構造的な

対立関係は，第３の出自の形態，すなわち世襲的な食物

禁忌tcina（それを破るとライ病になる）との関連にお

いて再検討されねばならない。クロード・レヴィースト

ロースが指摘するように，世襲的な伝達には３つの異な

る形態がある。「息子は彼の父に対して禁じられている

物を食べない。また，この点について娘は母親の例にな

らう。｣の

第１の世襲的な伝達は,息子と娘が父の｢精霊｣(ntorD）
クラン

を継ぐ形態であり,第２は,息子と娘力:母の氏族(abusua）

を継ぐ形態であり，さらに第３は，息子が父の食物禁忌

(tcina）を，娘は母の食物禁忌（tcina）をそれぞれに継

ぐという形態である。このような第３の出自の形態は，

「交叉イトコ婚と，それがアシャソティ族の社会組織に

対してもつ特殊な関係｣ＩＤから，父の姉妹の娘（父方交

叉イトコ姉妹ＦａＳｉＤａ）との結婚の可能性を再発見さ

せることになる。

ライフ・サイクルの通過賎礼（出産，命名，結婚，葬
クラン

送）は，２つの異なる氏族（abusua）間の互酬的な贈与

交換によって社会的紐帯を強化するのである。

さらに，離婚はただ単に１人の男と１人の女との問題

ではなく，２つの親族集団の間の悲劇と屈辱を生みだす

のである。

３．葬送儀礼

アシャンティ族の二元的な象徴分類は，出産，結婚，

葬送の通過儀礼において顕在化する。婚姻における互酬

的な贈与交換も複雑であるが，葬送儀礼の際の順与交換
ララシ

は，２つの異なる氏族間の社会的紐帯を強化する機能を

もっている。

葬式の箪備に先立って，妻の親族集団の首長(ohene）

が喪主として選出される。首長は未亡人(寡婦kunafo)，

故人の親族の子どもたち，親戚，友人に葬儀の日取りを

通達する。（Appendix参照）

妻の兄弟は，兄弟の姉妹（妻）と姉妹の子どもたちのた

めに，男性の親族集団からヌカンサ（nkaansa）を受け

取る。ヌカソサは，夫の親族集団から妻と子どもたちに

贈られるジンの地酒(akpeteshi)－あるいは輸入ものの

オラソダジソWUi-の贈り物である。高価なオラソダジソ

酒は，死者の社会的地位と威信を表わす象徴である。こ

れに対して，エシィエジ（esiedze）は，女性の親族集団

から男性の親族集団に贈られる義務的な反対給付であ

る。反対給付の贈り物は，華びやかな装飾のほどこされ

た桁，あるいはそれ相応の現金のサーヴィスなどであ

る。

メラネシアの「クラ」（kula）や北米インディアンの

｢ポトラヅチ」（potlatch）のI燗与交換と同様に，男性と
ワラン

女性の亙酬的な給付関係は，リ)性と女性の異なる氏族問

の構造的な対立関係のもとに成立する。

〔男性〕〔女性〕

父(agyaorpaapa）母(ｅｎａｏｒｍａａｍｅ）

父の「精霊」母の「血液」
（ｎｔＤｍｏｒｓｕｎｓｕｍ）（mogyaorbogya）

精霊の強い女性精霊の弱い男性
（obaabanyin）（banyinobaa）

子どものない男性石女(obonyin）
（９krawa）

ウラン

父系の軍事組織｜砒系の氏族(abusua）
（asafqagyanom）

男性の親族集団からの交女性の親族集団からの交換
換(nkaansa）（esiedze）

王(omanhene）ｌ砒后(ahemmea）

不吉な日：水曜日吉日:月曜日(Dwoda）
（Wukuda）

金曜日火曜日(Benada）

（Fida）木曜日(Yawda）

日曜日士曜日(Memenda）
（Kwesida）

ⅡＩアシャンティ族の親族集団

親族関係は，アシャソティ族の社会生活において，人

為に特定の権利と義務を遂行させる規範となり，また，

母系的な社会組織の基礎をなすものである。アシヤソテ
クラン

ィ族の社会組織は，６つの氏族（abusua)，さらIこ，下

位集Ⅱルヴェルのコーポリット・グループ（corporate

蔦roup）から構成される。
クラン

アシャソティ族の氏族（abusua）とトーテムの動物

(tweneboa木の意味）は次のように分類される。

クラン

〔氏族〕〔トーテムの動物〕

Ａｄｕａｎａ 蛙（atwEre）

Ａｓｅｎｉｅ 嶋蛎（asenewa）

Asona鳥（anene）
もぐら

ljeretuo 土龍（afweaaa）

Cko｡nA 野牛（ｅｋｏＤ）

Ｄｙｏｋｏ 鴎（ako）

第３図は，アシャンテイ族の親族名称語箕を表わすも

のである。①父（Fa）はアジヤ（agya）と呼ばれ，母

(Ｍｏ）はエナ（ena）と呼ばれる。②父の兄弟（FaBr)，

父の姉妹の夫(FaSiHu)，母の姉妹の夫（ＭｏＳｉＨｕ）は

アジヤ（agya）と呼ばれ，母の姉妹（ＭｏＳｉ）はニナ

(ena)，父の姉妹（FaSi）はセワ（sewa）と１１平ばれる。
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(曽蠅二患：烏~'ご蘂馬馳）
第３図アシヤンティ族（Ashanti）の親族集団

③母の兄弟（ＭｏＢｒ）は，拡大家族の世帯の家長を意味

するウォファ（wofa）である。④妻（Ｗｉ）と妾の姉妹

(ＷｉＳｉ）はイェレ(yere）であり，夫としてのエゴ(ego）

はクヌ（kunu）である。⑤義理の兄弟は，夫方と妻方

のいづれの場合でも，アコソタ（akonta）と呼ばれる、

レヴィーストロースによれば弘交叉イトコ婚の婚姻形

態との関連において，アシャソティ族の親族名称体系に

ついては，次のような公式がある。

ａｓｅ母の兄弟の妻＝配偶者の母

ａｙｅｒｅｌ研の兄弟の娘＝妻

akonta母の兄弟の息子＝義理の兄弟

しかし，実際のアシャンティ族の親族名称体系におい

て，アセ（ase）は，配偶者の父（ＷｉＦａ)，息子の妻

(ＳｏＷｉ)，娘の夫（ＤａＨｕ）を含み，また、配偶者の姉

妹（ＷｉＳｉ）もイェレ（yere）と呼ばれている。親族名

称語彙は，ただ単に個人の系譜的な関係の位置を表わす

ものではなく，社会集団の分類を意味する社会的カテゴ

リーを表わし，互酬的な贈与交換，婚姻，公職の継承，

土地の相続などの基礎になるのである。

しかしながら，異なる部族間の婚姻は，互酬的な1W１－(ｊ

交換の形態，土地保有，公職の継承などを複雑にしてし

まうｎｌﾘ系fljIlの女性と父系制の男性との婚姻は，第２図
ケラン

のようなﾘｦ性と女性の異なる氏族（abusua）における互

酬的な贈与交換を複雑にしてしまう。父系制と母系制と

の相続'1ピルを避けるために，「戦略的な婚姻のメカニズ

ム」（circumventingmechanism)s)が機能する｡

１Ｖカラブレの経済交換

１カラブレの経済交換の基礎構造

アシャソティ族の双分組織は，父系制と母系fljllの社会

組織の腿合から構成され，ソ)性と女性の二元的な象徴分

類体系が，アシャソティ族の社会行動を規iliUしている、

また，第３の出自の形態としての食物禁忌(tcina）は，

婚姻規制に影響をおよぼし，母方交叉イトコ姉妹の承な

らず，父方交叉イトコ姉妹との婚姻を生承だしている。

交叉イトコ婚の婚姻形態が必要なのは，孫（ﾘ]）が視父

を再生し，彼は，社会的地位に関して，祖父の生れ変
′･ラン

わりであるからであるｎｌｉｌ人は互隔世代にｵｺﾞいて氏族

(abusua）と精霊（nt9ra）をもつことができる。

さらに，男性と女性の分業関係は，アシャソティ族の

二元的な象徴分類の相互#11i元の関係から説明することが

できるｎ打IiIill雇用の形態としては，伝統的なシステムと
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る。例えば，カラブレの経済交換のプロセスにおいて，

(M》糖（500セデイ），米(550セデイ），小麦粉(450セデイ）

の(lli格は約1Ｍfになる。

カラプレの経済交換が'【要であるのは，この交換の形
夕勺ン

態が、男性と女性の２つの異なる氏族間の互Nlll的な給付

関係を基礎にしているからである。男と女の性関係は，

全体的な給付関係の一部であり，結llWm・後の性的な交

渉は，常態の社会的規範を破壊しない限り認められる。

プラトニックな恋愛(adamfo）とセックス．フレンド

(mpena）の性関係は，ＮＩＩ族間および近親婚の禁ll2され
２，ラン

た氏族間との互例|I的な給付関係を生糸だす。また，夫婦

関係（kunu-yere）にもとづくカラプレの経済交換は，
クラン

２つの氏族（abusua）間の互酬的な給付関係の－部とな

る。さらに，特殊形態としての売春(gyamfo)の経済交

換は，セックス・フレンドの性関係と異なり，市場経済

の交換を基礎にしている。

ガーナの売春婦は，ラゴス，イパダソ、アビジャン，

ロメなどの隣接諸国で勘らいている、彼女たちは，売春

マミー（prostitutionmammies)，あるいはラゴスのア

ゲゲ地区に居()iしていることから，噸笑の意味をこめ

て，アゲゲ・ウーマン（Agegewomen）と呼ばれてい

る。彼女たちは，ラジオ，テレビ，晒風機，カセット・

テープ、ネックレス，ブレスレット，指輪，時計などの

装飾品を国内に持ち込み，原価の数10倍で売る。

カラプレ・ウーマンは,上層("top，'kalabulewomen）

中１１W("middle''kalabulewomen)，下層("small'，kala‐

bulewomen）の範囑に分類される．カラプレ．ウーマ

ンは政府の高級官僚，軍隊の幹部，縛察官との互酬的な

給付関係をもっている、

アシャソティ族の双分組織の原理は，政治的・経済的

権力形態の急激な変化がみられるにもかかわらず，根本

的に変化していない｡したがって，カラプレの経済交換

の概成原理は，男性と女性の親族集、間の二元的な象徴

分類体系からの影響をうけざるを得ないし，また，「伝

統的」社会の互iilll的な給付関係の基盤があって縦能する

ものである。カラプレの経済交換は、男性と女性の２つ

の異なる親族集ｍにおける親族関係，友人関係，パトロ

ソークライアント関係によって結ばれた互酬的な給付の

一部である内また，カヲプレの経済交換は，互酬的な贈

与交換を基礎としているが，貨幣経済の浸透に伴なう市

場経済の交換原理がカラプレの経済交換には含まれてい

る。

貨幣経済の浸透，異なる部族間の婚姻の増大に際して

(〕，アシャソティ族の社会では，ラjiW文化には，兀酬的

賃銀システムがある。伝統的な労働雇用の形態は，２つ
０７毛ン

の異なる氏族（abusua）ｌこ属する家7族の成員と友人関

係，互酬的な給付関係によって結ばれたアプサ・システ

ム(abusasystem）である。また，近代的な賃銀体系に

よる労働雇用の形態は，地域社会に居住する異邦人を腿

用するものである、

伝統的な労働展ＩＩ１形態は，ダjl1lﾐと女性の２つの異なる
クラン

氏族間の互酬Ｉ的な給付関係によって形成さｵしているの

に対して，近代的な労働雇用形態は，市場経済の交換の

要素を含んでいる、

「伝統的」社会の男性と女性の分業形態は，男性の伐

採，焼畑造成(火入れ)，ヤムいもの植え付けと，女性の

農作地の耕作と準111ハココ・ヤム，キャッサバの植え付

Iナであるが，男性と女性の社会行動は，二元的な象徴分

類における吉日と不吉な日の１MM日によって規制されてい

る。

二元的な象徴体系は，アシャソティ文化に世代を超え

て伝達されてきた集合表象であり，個人の体験を組織化

していく認識体系であるから，ガーナ社会に職業分化が

生じたとしても，根本的に変化するものではない。この

ような意味で，マーケット・マミーと軍隊・警察官との

二項対立は，二元的な象徴体系の枠組をなしているひと

つの状況における「社会的事実」である。

２カラブレ・ウーマン

ガーナ経済における商業部''１に属する労働者の75％が

マーケット・マミー（marketmammies）と呼ばれる女

性たちである。すなわち，ガーナ社会の経済構造のひと

つの特徴は，マーケット・マミーのはたす経済交換の役

割に見ることができる。このような経済交換の構成原'''１

は，「伝統的」社会の互酬的な給付関係を罐礎にしてい

る。男性と女性の象徴的な二項対立は，マーケット・マ

ミーの経済交換にふられる社会行動を親Hillしている。

ガーナ社会の1972年から1981年までの時期は，ロ術語

として使われていたカラプレ（kalabule）の時期として

特徴づけられている，)。カラプレとは，ハウサ語の「ケ

レ・カプレ」（kerekabure）という語源からきており，

｢内密にしておけ」という意味であるが，贈賄，買いだ

め，不当な利益あさり，不正な取引行為を含めた広い意

味で使われている、若い魅力的な女性たちは，政府の高

級官僚，軍隊の幹部に肉体と貨幣を与え，逆に，反対給

付として，商取引の許可証を獲得している。

カラプレの経済交換の対象となるものは，(1)日常必需

品，(2)小麦粉，砂糖，米，（31建築資材，(4)魚，肉，(5)綿

織物Ｔ食器，(6)ビール，飲料水，コカ・コーラなどであ
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第４図カラプレの経済交換のモデル

Ｔ：“top，，ｋａｌａｂｕｌｅｗｏｍｅｎ

Ｍ：“middle”ｋａｌａｂｕｌｅｗｏｍｅｎ

Ｓ：“small,､kalabulewomen

＊Ｔ',Ｍ'，Ｓ’は“top”“middle”“small”の1F隊，政府役人，警察官などを表わす。
＊＊－→贈与関係，親族関係，姻族関係，ペトロソークライアソト関係，友人関係，近隣関係などを表わす。

北部のモレーダグパネのダゴソパ族（Dagomba)，フラ

フラ族（Frafra)，クサシ族（Kusasi)，マソプルシ族

(Mamprusiハタレソシ族（Tallensi）などは，軍隊と

警察の下層部を構成する。これに対して，アシャンティ

族，ファンティ族，エウェ族，ガ族は，中層部から下層

部を構成する、

軍隊と警察の上周部を栂成するアシャソティ族，ファ

ソティ族，ガ族はいづれも二元的な象徴分類体系をもつ

双分組織から形成されている。エウニ族はガーナ社会の

「イボ族」（Ibo）としてマイノリティの存在である、こ

のことは，軍隊と警察の政治権力の体系が，二元的な象

徴分類体系を媒介として，カラプレの経済交換を生家だ

す主要な要因となっていることを表わすものである。

本稿において，筆者は，アシャソティ族における男性

と女性の二元的な象徴分類の分析視点から，互酬的な贈

与交換，ライフ・サイクルの通過儀礼，親族関係をとり

あげ，ガーナ社会の危機的な社会経済構造のひとつの症

候群である「カラプレ」の経済交換を考察した。

通過儀礼と親族組織の象徴体系は個人と集団ならびに

社会集団と社会集団との間の政治関係を分節化するに際

して互換的である。通過儀礼の象徴体系は，親族体系の

一部であり，また逆に，親族体系は象徴体系の一部とな

っている。アシャソティ族における通過儀礼と親族組織

な給付関係がある、新しい婚姻形態は，互酬的な噸与交

換と市場経済の交換との調整において成立する．

３軍隊と警察のエスニック・グループの構成

アシャソティ族の双分組織は，男性と女性の親族集川

の二元的な象徴分類体系を基礎にしている。したがっ

て，カラプレの経済交換は，男性と女性との互酬的な給

付関係において考察されねばならない。特に，カラプレ

・ウーマンのほとんどがアシャソティ族であるという理

由は，政治権力の象徴としての軍隊と警察のエスニヅク

・グループの構成にもとめられるであろう。

1961年には，軍隊の下士官の60％，陸軍下士官の80％

がガーナ北部の出身であった。彼らは,教育水準の低い，

英語を話さない人々である。1960年代後半では，将校ク

ラスの90％が，ガーナ南部の出身であり，最高司令部の

エスニヅク・グループの構成は，エウェ族（Ewe）１１．５

％，ファソテイ族(Fanti)２６％であった。さらに，陸空

軍の大佐職の構成は，ガ族(Ga）３８％，エウェ族(Eｗｅ）

24％という結果になっている１０)。

警察官と軍隊の総計として考えてみるならば，ＶＫ均Ｉ１ｌＩ

１をとして，北部のモレーダグパネ（Mole-Dagbane)の

諸部族とエウェ族１．４，ガ族1.11,アカソ語族(アシャソ

ティ族，ファソティ族，アクアピム族）ＯＢのように算

出されている。
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の象徴体系の形式は変化しているかもしれないが，カラ

プレ･ウーマンと軍隊･警察との「カラプレ」の経済交換

の機能を果たすために，男性と女性における二元的な象

徴分類体系が復活しているのである。「右＝夫方＝男性」

と「左＝妻方＝女性」の等式は，「カラプレ」の経済交

換を説明するための二元的な象徴分顛体系の枠組糸をな

すひとつの「社会的事実」なのである．

OxfordUniversityPress,１９５１，ｐ」；Ｒ､Ｓ・Rattray，
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Ｍ・Fortes，“ＫｉｎｓｈｉｐａｎｄＭａｒｒｉａｇｅａｍｏｎｇｔｈｅ

ＡｓｈａｎｔＬＩｎＡｆｒｉｃａｎＳｖｓｔｅｍｏｆＫｉｎｓｈｉｐａｎｄ

Marriage．Ａ､Ｒ、Radc]iffe-BrownandnForde，

(eds.)London：OxfordUniversitvPress,ｐ・l62

L6vi-Strauss・前掲醤224頁”

前掲Ⅲ！，223r〔・

前掲醤，217頁。

JackGoody，ComparativeStudiesinKinship、

Stanford：StanfordUniversitvPress，1969.ｐ、
124．

ＭｉｋｅＯｑｕａｙｅ，PoliticsinGhana､1972-1979．

Ｇｈａｎａ：TornadoPublications，1980．ppl7-26．
Ｄ・Ｂｒｏｗｎ，“WhoaretheTribalist？Social

PluralismandPoliticalldeologyinGhana,，,

AfricanAffairs81（322）（Jan、1982),ｐ､４５．

Ｍ．Staniland，．`TheMilitaryParticipationof

Ghanaia1lEthnicGroups,,,InstituteofAfrican

StudiesResearchReview(UniversityofGhana）
８(2)．1972,ｐｐ､29-31．

（1982年11月27日脱稿）

3）

Ⅱ）

注

O〉囲性と女ｆ１ﾐの二元的な象徴分類については，Ｊａｎｅｔ

Ｌ、Ｄｏｌｇｉｎ，DavidSKemnitzer，ａｎｄＤａｖｉｄＭ、

Schneider（eds),SymbolicAnthropology：Ａ

ＲｅａｄｅｒｉｎｔｈｅＳｔｕｄｙｏｆＳｙｍｂｏｌｓａｎｄＭeanings，

Ｎｅｗｙｏｒｋ：ColumbiaUniversityPress，１９７７；

RodneyNeedam（ed.),RightandLeft：Essays

onDualSymbolicClassification，Chicago：Ｕ、‐

iversityofChicagoPress，1973,を参照された
い。

l）十時嚴周「経済発展に関連する非経済的要因につい

て－経済人類学と経済発展の社会理論に側する1`｢「

の考察一」『法学研究』第45巻第３号，1972年，５３
頁。

2）Ｋ、Ａ・Busia,ＴｈｅＰｏｓｉｔｉｏｎｏｆｔｈｅＣｈｉｅｆｉｎｔｈｅ

ＭｏｄｅrnPoliticalSvstemofAshanti、Ｌｏｎｄｏｎ：

１
１
１
１

５
６
７
８

９）

１０）

11）



社会学研究科紀要第２３号l983

APPENDIX葬儀の通知

GHAmANAmエＯＮＡＬＡＳＳＯＯｴＡｐｴODlOFmACHERS

106

(AKROPONGDｴＳｍｴC囮BRANCH）

c/ｂＰｏＯｂＢｏｘ２７
ＡｋｒｏｐｏｎｇとＡｋｗａ]Pim．

ろothMaｴ℃ｈ９１９８２．

ＤｅａｒＣｏﾕﾕｅａｇｕｅＢ９

ＯＢエＴＵＡＲＹ

RE：ＭｴSSSOPIIｴAOBENG-BEKOE（1027％9）

エｒｅｇｒｅｔｔｏｉｎＦｏｍＴｙｏｕｏｆｔｈｅｓｕｄｄｅｎｄｅａｔｈｏどＭｉｓｓＳｏｐｈｉａ

Ｏｂｅｎｇ－ＢｅｋｏｅＤａＨｏｍｅＳｃｉｅｎｃｅｍｅａｃｈｅｒ－ｉｎ－ｃｈａｒｇｅｏ宝theLarteh

MethodiBtMiddﾕｅＳＣｈｏｏユ．Ｓｈｅｗａｓ万ｙｅ亜ｓｏﾕdｏ

FRｴDAYo2NDAPRｴL、１９８２Ｄ室romＷａｋｅ－ｋｅｅＰｉｎｇｔａｋｅｓ］ｐ１ａｃｅｏｎ

７.〕ｏｐ．ｍ．

ＳｈｅｗｉユユbeburiedonSAmURDAXうRDAPRｴＬＤ１９８２１ａ２ｔｅｒａ

ｂｕｒｉａェｓｅＷｉｃｅａ七ｔｈｅェＡＲｍＨＭＥＴＨＯＤｪS囮ＣＨＵＲＣＨａｔｌＯ､００ａ．ｍ．

2ＣＡユユｏ２ｕｓａｒｅｅ.、ｅｃｔｅｄｔｏｃｃｍｎｅｔｏＬａｒｔｅｈｔｏｍｏｕｒｎｔｈｅｄｅａｔｎ

ｏＥｏｕｒｄｅｐａｒｔｅｄｃｏｎｅａｇｕｅ．

ｄｏｎａｔｅｔｏｔｈｅｆａｍｉエｙａｎｄＢＯｇｅｔｐｒｅｐａｒｅｄう．ＷｅｓｈａエエｈａＶＳｔｏ

ｆｏｒｔｈａｔ． ク
シ
。
Ⅲ

ノ
Ｅ〃
し

/9ｆ１Ｉ多珍

o辱騨●

ｍＳｍＲエ

、ｴSmRｴＢＵｍＯＮ：
－－－－－－－－－－

ＡＳＳ工S四AN囮ＤｴREOnOR
GHANAEDUOAm工ＯＮＳＥＲＶｍｎ

Ａｌ征ｌＯＰＯＮＧ・

ＡＬＬＳＥＣ･ＣＹＣＩＥｎｌＳ田エ皿U、エＯＮＳ・
人ｴｴｊＦｍＳＴＯＹＣｴＥｎＩＳＴエmUTエＯＮＳ．


